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(57)【要約】
【課題】商品価格の表示方式をユーザ自身が容易に変更
可能であるショッピングサイトを実現する。
【解決手段】サーバ装置は、税情報取得手段と、商品情
報取得手段と、売価表示設定手段と、売価算出手段とを
備える。税情報取得手段は、商品にかかる税区分と該税
区分にかかる税率とを関連付けて記憶した税マスタから
税情報を取得する。商品情報取得手段は、商品を特定す
る商品情報に関連付けて該商品の単価と該商品にかかる
税区分および税率を特定する税特定情報とを記憶した商
品マスタから単価および税特定情報を取得する。売価表
示設定手段は、商品の売価を税込価格または税抜価格の
どちらで示すかの指定を受け付ける。売価算出手段は、
商品情報を示す商品紹介画面に表示させる売価を、前記
売価表示設定手段が受け付けた指定と、前記商品情報取
得手段が取得した単価および税特定情報と、前記税情報
取得手段が取得した税情報とから算出する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品にかかる税区分と該税区分にかかる税率とを関連付けて記憶した税マスタから税情
報を取得する税情報取得手段と、
　商品を特定する商品情報に関連付けて該商品の単価と該商品にかかる税区分および税率
を特定する税特定情報とを記憶した商品マスタから単価および税特定情報を取得する商品
情報取得手段と、
　商品の売価を税込価格または税抜価格のどちらで示すかの指定を受け付ける売価表示設
定手段と、
　商品情報を示す商品紹介画面に表示させる売価を、前記売価表示設定手段が受け付けた
指定と、前記商品情報取得手段が取得した単価および税特定情報と、前記税情報取得手段
が取得した税情報とから算出する売価算出手段と、
を備えるサーバ装置。
【請求項２】
　前記売価表示設定手段は、前記商品紹介画面の体裁を記録したテンプレートを記憶する
記憶部にアクセス可能であって、前記記憶部から前記テンプレートを取得し、当該テンプ
レートを前記指定により改変し、当該改変後のテンプレートを、前記記憶部に上書き保存
または新規登録する
請求項１に記載のサーバ装置。
【請求項３】
　前記テンプレートは、商品の画像を表示するエリアの位置ないし大きさの設定をも含む
請求項２に記載のサーバ装置。
【請求項４】
　前記税マスタは、税区分と税率との組み合わせごとに異なる識別子をも記憶し、
　前記売価表示設定手段は、前記識別子ごとに１つの前記テンプレートを設定可能とし、
　前記商品マスタは、前記識別子ないし前記テンプレートを特定する情報を記憶する
請求項２または３に記載のサーバ装置。
【請求項５】
　前記税マスタは、税区分と税率との組み合わせごとに異なる識別子をも記憶し、
　前記売価表示設定手段は、前記識別子ごとに複数の前記テンプレートを設定可能とし、
　前記商品マスタは、前記テンプレートを特定する情報を記憶する
請求項２または３に記載のサーバ装置。
【請求項６】
　コンピュータを、
　商品にかかる税区分と該税区分にかかる税率とを関連付けて記憶した税マスタから税情
報を取得する税情報取得手段と、
　商品を特定する商品情報に関連付けて該商品の単価と該商品にかかる税区分および税率
を特定する税特定情報とを記憶した商品マスタから単価および税特定情報を取得する商品
情報取得手段と、
　商品の売価を税込価格または税抜価格のどちらで示すかの指定を受け付ける売価表示設
定手段と、
　商品情報を示す商品紹介画面に表示させる売価を、前記売価表示設定手段が受け付けた
指定と、前記商品情報取得手段が取得した単価および税特定情報と、前記税情報取得手段
が取得した税情報とから算出する売価算出手段と、
として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、サーバ装置およびプログラムに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、ネットスーパーなどのショッピングサイトを実現するためのアプリケーションが
、ＡＳＰサービス（Application　Service　Provider　Service）にて提供されている。
【０００３】
　このほどの消費税率改定に先立ち、従来義務付けられていた総額表示（消費税込価格で
の表示）に加えて、税抜表示も認められるようになっている。ただし、税抜表示にあたっ
ては、総額表示と誤認されないための措置がなされていることが必要である。
【０００４】
　これまで、上述のようなアプリケーションにおいて、商品価格の表示方式は、総額表示
であった。しかし、消費税率改定を受けて、税抜表示が可能となったため、価格をどのよ
うに表示するか（例えば税込価格と税抜価格とのどちらを主として表示するのか）が、サ
ービスの利用者によって異なるようになっている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、商品価格の表示方式をユーザ自身が容易に変更可能
であるショッピングサイトを実現するサーバ装置およびプログラムを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　実施形態のサーバ装置は、税情報取得手段と、商品情報取得手段と、売価表示設定手段
と、売価算出手段とを備える。税情報取得手段は、商品にかかる税区分と該税区分にかか
る税率とを関連付けて記憶した税マスタから税情報を取得する。商品情報取得手段は、商
品を特定する商品情報に関連付けて該商品の単価と該商品にかかる税区分および税率を特
定する税特定情報とを記憶した商品マスタから単価および税特定情報を取得する。売価表
示設定手段は、商品の売価を税込価格または税抜価格のどちらで示すかの指定を受け付け
る。売価算出手段は、商品情報を示す商品紹介画面に表示させる売価を、前記売価表示設
定手段が受け付けた指定と、前記商品情報取得手段が取得した単価および税特定情報と、
前記税情報取得手段が取得した税情報とから算出する。
【０００７】
　実施形態のプログラムは、コンピュータを、税情報取得手段と、商品情報取得手段と、
売価表示設定手段と、売価算出手段と、として機能させる。税情報取得手段は、商品にか
かる税区分と該税区分にかかる税率とを関連付けて記憶した税マスタから税情報を取得す
る。商品情報取得手段は、商品を特定する商品情報に関連付けて該商品の単価と該商品に
かかる税区分および税率を特定する税特定情報とを記憶した商品マスタから単価および税
特定情報を取得する。売価表示設定手段は、商品の売価を税込価格または税抜価格のどち
らで示すかの指定を受け付ける。売価算出手段は、商品情報を示す商品紹介画面に表示さ
せる売価を、前記売価表示設定手段が受け付けた指定と、前記商品情報取得手段が取得し
た単価および税特定情報と、前記税情報取得手段が取得した税情報とから算出する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、実施形態のサーバ装置の機能構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、実施形態の税マスタの一例を示す図である。
【図３】図３は、実施形態の商品マスタの一例を示す図である。
【図４】図４は、実施形態のテンプレート管理テーブルの一例を示す図である。
【図５】図５は、実施形態の設定画面の一例を示す図である。
【図６】図６は、実施形態の制御部が実行する売価表示設定処理の流れを示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　実施形態について図面を用いて説明する。図１は、実施形態のサーバ装置１の機能構成
を示すブロック図である。サーバ装置１は、ショッピングサイト（例えばネットスーパー
など）を提供する。ショッピングサイトは、コンピュータネットワークによる通信（例え
ばインターネット）を介して商品を販売するウェブページである。
【００１０】
　サーバ装置１は、制御部１０、第一記憶部２０、および第二記憶部３０、を備えている
。また、サーバ装置１は、ユーザ（ネットスーパーの管理者など）による操作を受け付け
るためのキーボードやマウスなどの入力デバイスや、ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Display
）などの表示デバイス（いずれも不図示）を備えている。
【００１１】
　制御部１０は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、ＲＯＭ（Read　Only　Memory
）およびＲＡＭ（Random　Access　Memory）（いずれも不図示）等から構成される。
　ＲＯＭは、ＣＰＵが実行する各種プログラムや各種データを記憶する。ＲＡＭは、ＣＰ
Ｕが各種プログラムを実行する際に一時的にデータやプログラムを記憶する。ＣＰＵは、
ＲＯＭから読み出したプログラムをＲＡＭに展開して実行することにより、サーバ装置１
の各部（入力デバイスおよび表示デバイスをも含む）を制御する。
【００１２】
　制御部１０は、ＲＯＭに記憶されたプログラムをＣＰＵが実行することにより、税情報
取得手段１１、商品情報取得手段１２、売価表示設定手段１３、および売価算出手段１４
、として機能する。
【００１３】
　第一記憶部２０および第二記憶部３０は、例えばＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）やメモ
リなどの記憶デバイスにより構成される。
【００１４】
　第一記憶部２０は、税マスタ２１と商品マスタ２２とを記憶している。図２は、実施形
態の税マスタ２１の一例を示す図である。図３は、実施形態の商品マスタ２２の一例を示
す図である。制御部１０の税情報取得手段１１は、税マスタ２１から情報を取得する。商
品情報取得手段１２は、商品マスタ２２から情報を取得する。
【００１５】
　税マスタ２１は、税情報として、商品にかかる税区分と該税区分にかかる税率と、を関
連付けて記憶している。さらに、税マスタ２１は、税区分と税率との組み合わせごとに異
なる税番号（識別子）をも記憶している。税番号は、一意のキーである。税区分は、例え
ば、内税、外税、非課税などである。税率は、新しい消費税率である８％や、改定前の消
費税率である５％、非課税を示す税率０％などである。これらの重複しない組み合わせだ
け、税番号の種類がある。
【００１６】
　商品マスタ２２は、商品を特定する情報に関連付けて、該商品の単価と、該商品にかか
る税区分および税率を特定する税特定情報と、を記憶している。本実施形態では、商品を
特定する商品情報を、商品コードや商品名とし、また、税特定情報として、税番号を用い
た。商品コードは、一意のキーである。商品マスタ２２は、さらに、テンプレート番号を
記憶している。
【００１７】
　テンプレート番号は、テンプレート３１の番号である。テンプレート３１は、複数あり
、第二記憶部３０に記憶されている。テンプレート３１は、商品紹介画面（不図示）の体
裁を記録したものである。商品紹介画面は、サーバ装置１が提供するネットスーパーサー
ビスを利用して商品を購入する購買者が見る画面で、売価を少なくとも含む１以上の情報
を購買者に対して示す。ここで、売価は、ショッピングサイトの客に商品の価格として示
す数値である。テンプレート３１は、商品紹介画面における各種パーツの位置やサイズな
どを規定するほか、売価の表示方式を規定する。テンプレート３１は、商品紹介画面の書
式情報である。
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【００１８】
　図４は、実施形態のテンプレート管理テーブル３２の一例を示す図である。テンプレー
ト管理テーブル３２は、第二記憶部３０に記憶されている。テンプレート管理テーブル３
２は、テンプレート番号と、該テンプレート番号にかかる税番号と、を関連付けて記憶し
ている。本実施形態において、テンプレート３１は、１つの税番号に対して複数設定可能
である。
【００１９】
　図５は、実施形態の設定画面１００の一例を示す図である。設定画面１００は、商品紹
介画面における売価の表示方式の設定を受け付ける。より詳細には、制御部１０が、入力
デバイスが受け付けたユーザの操作に応じて、設定画面１００の表示内容を変更する。設
定画面１００は、番号指定部１１０、テンプレート表示部１２０、および素材表示部１３
０を有する。
【００２０】
　テンプレート３１は、売価表示設定手段１３により作成される。売価表示設定手段１３
は、表示デバイスに設定画面１００を表示し、入力デバイスでユーザによる操作を受け付
ける。これにより、売価表示設定手段１３は、商品紹介画面の体裁を改変する。また、こ
の改変にあたって、売価表示設定手段１３は、売価を、税込価格または税抜価格のどちら
で主に示すかの指定を受け付ける。より詳細には、制御部１０が、入力デバイスへの操作
を介して、ユーザによる指定の内容を取得する。
【００２１】
　番号指定部１１０は、税番号指定欄１１１とテンプレート番号指定欄１１２とを有する
。各指定欄１１１，１１２は、コンボボックスであり、選択肢を選択可能に表示する。税
番号指定欄１１１は、税マスタ２１に存在する税番号の指定を受け付ける欄である。テン
プレート番号指定欄１１２は、テンプレート管理テーブル３２に存在するテンプレート番
号の指定を受け付ける欄である。これらの指定欄１１１，１１２に表示された番号に合致
するテンプレート３１に基づく内容が、設定画面１００のテンプレート表示部１２０に表
示される。
【００２２】
　テンプレート表示部１２０は、商品画像エリア１２１と、売価エリア１２２と、保存ボ
タン１２３と、を有する。商品画像エリア１２１は、商品を紹介するための画像を表示す
る領域の位置や大きさ、形状などの目安を示す。売価エリア１２２は、売価を表示する位
置の目安を示し、売価の表示方式として指定されている内容を表示する。保存ボタン１２
３は、売価エリア１２２に加えられた指定内容の変更を保存（上書き保存または新規登録
）するための操作を受け付ける。
【００２３】
　素材表示部１３０は、方式選択ボタン１３１と、文字列選択ボタン１３２とを有する。
方式選択ボタン１３１は、単価表示、税抜表示、税込表示のうちいずれかの売価表示方式
を選択する操作を受け付ける。方式選択ボタン１３１が選択されると、当該選択された表
示方式を、売価表示設定手段１３が売価エリア１２２に表示させる。文字列選択ボタン１
３２は、各々の文字列を売価エリア１２２に表示させる操作を受け付ける。
【００２４】
　売価算出手段１４は、購買者（ネットスーパーサービス利用者）のＰＣ（Personal　Co
mputer）等の表示デバイスに商品紹介画面のデータを配信するに際し、商品の価格として
商品紹介画面に示す数値（つまり売価）を、テンプレート３１に従って算出する。
【００２５】
　図６は、制御部１０が実行する売価表示設定処理の流れを示すフローチャートである。
この処理は、設定画面１００を表示させることにより、スタートする。本処理において、
制御部１０は、まず、税番号の指定を受け付ける（ステップＳ１）。制御部１０は、ユー
ザが税番号指定欄１１１に税番号を書き込むと、当該税番号に関連付けられたテンプレー
ト番号をテンプレート管理テーブル３２から取得して、テンプレート番号指定欄１１２に
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選択肢として表示する。制御部１０は、当該選択肢の最上段に「新規」を含める。
【００２６】
　制御部１０は、次に、テンプレートの指定を受け付ける（ステップＳ２）。制御部１０
は、ユーザがテンプレート番号指定欄１１２の選択肢からいずれかを選択すると、当該選
択に応じた内容をテンプレート表示部１２０に表示し（ステップ３）、売価エリア１２２
の編集を受け付ける（ステップＳ４）。
【００２７】
　より詳細には、ステップ２で「新規」が選択された場合、ステップＳ３では標準の内容
（ベースのテンプレート）を表示し、ステップＳ４で、標準の内容を改変した新たなテン
プレート３１の作成を受け付ける。ステップＳ２で特定のテンプレート番号が指定された
場合、当該テンプレート番号が付けられたテンプレート３１の内容を表示し（ステップＳ
３）、当該テンプレート３１の改変を受け付ける（ステップＳ４）。
【００２８】
　次に、制御部１０は、保存ボタン１２３への操作を待機する（ステップＳ５のＮｏ）。
ユーザが保存ボタン１２３を押下すると（ステップＳ５のＹｅｓ）、制御部１０は、売価
エリア１２２が編集されているかを判断する（ステップＳ６）。売価エリア１２２が編集
されていた場合（ステップＳ６のＹｅｓ）、制御部１０は、編集内容を保存する（ステッ
プＳ７）。
【００２９】
　ここで、ステップＳ２での指定が「新規」であれば、制御部１０は編集内容を新たなテ
ンプレート番号で保存する。また、ステップＳ２での指定が特定のテンプレート番号であ
れば、制御部１０は、当該番号のテンプレート３１を、編集内容で上書き保存する。
【００３０】
　そして、制御部１０は、処理を終了する。また、ステップＳ６において、売価エリア１
２２が編集されていなかった場合（ステップＳ６のＮｏ）、制御部１０は、処理を終了す
る。
【００３１】
　ステップＳ４で受け付ける売価エリア１２２の編集のやり方について、以下に説明する
。売価エリア１２２に、税抜の単価を表示するには、「＠単価税抜」と記入する。また、
税込の単価を表示するには、「＠単価税込」と記入する。次に、これらの「＠単価税抜」
または「＠単価税込」が売価エリア１２２に記入された場合の商品の価格を示す数値（売
価）について、説明する。
【００３２】
　商品紹介画面を表示するにあたり、売価算出手段１４は、商品マスタ２２により、当該
商品の単価および税番号を確認する。例えば、商品マスタ２２で税番号が「０４」の商品
の単価は、税マスタ２１が定めるように外税である。この場合、売価算出手段１４は、売
価エリア１２２の「＠単価税抜」に表示させる数値を、商品マスタ２２の単価そのものと
する。また、同商品について、売価算出手段１４は、売価エリア１２２の「＠単価税込」
に表示させる数値を、商品マスタ２２の単価に、税額を加えたものとする。この税額は、
単価に、税マスタ２１が定める税率をかけた値である。
【００３３】
　さらに、商品マスタ２２で税番号が「０３」の商品の単価は、税マスタ２１が定めるよ
うに内税である。この場合、売価算出手段１４は、売価エリア１２２の「＠単価税込」に
表示させる数値を、商品マスタ２２の単価そのものとする。また、同商品について、売価
算出手段１４は、売価エリア１２２の「＠単価税抜」に表示させる数値を、商品マスタ２
２の単価から、税額を差し引いたものとする。この税額は、単価を、税マスタ２１が定め
る税率で割った値である。
【００３４】
　売価エリア１２２には、商品の価格を示す数値の他に、数値に添える文字列をも表示さ
せることができる。文字列は、前後を「"」で挟んで記入する。また、改行したい位置に
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は、「<br>」と記入する。
【００３５】
　例えば、税抜価格１００円の商品の売価を、「価格１００円」の後改行して「（税込１
０８円）送料別」のように表示したい場合、売価エリア１２２に次の（例１）のように記
入する。
　　　　　"価格"@単価税抜"円"<br>"(税込"@単価税込"円)送料別"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…（例１）
【００３６】
　売価エリア１２２に上述の（例１）を記入するにあたって、ユーザは、売価エリア１２
２に直接テキストを打ち込んでもよいし、方式選択ボタン１３１や文字列選択ボタン１３
２を、売価エリア１２２にドラッグアンドドロップしてもよい。
【００３７】
　方式選択ボタン１３１としては、「税抜」、「税込」、「単価」を備えている。例えば
、「税抜」の方式選択ボタン１３１が、売価エリア１２２へとドラッグアンドドロップさ
れた場合、売価表示設定手段１３は、ドロップ位置に「＠単価税抜」と記入する。同様に
、「税込」の方式選択ボタン１３１が、売価エリア１２２へとドラッグアンドドロップさ
れた場合、売価表示設定手段１３は、ドロップ位置に「＠単価税込」と記入する。また、
「単価」の方式選択ボタン１３１が、売価エリア１２２へとドラッグアンドドロップされ
た場合、売価表示設定手段１３は、ドロップ位置に「＠単価」と記入する。この場合、商
品マスタ２２の税番号にかかわらず、商品マスタ２２の単価をそのまま表示する。
【００３８】
　文字列選択ボタン１３２としては、「価格」、「円」、「税込」、「税抜」、「送料込
」、「送料別」、「特売」、「オススメ」などの他、空白文字（スペース）や、改行、括
弧、などを備える。
【００３９】
　例えば、「価格」の文字列選択ボタン１３２が、売価エリア１２２へとドラッグアンド
ドロップされた場合、売価表示設定手段１３は、ドロップ位置に「"価格"」と記入する。
つまり、文字列選択ボタン１３２（改行マークを除く）のドラッグアンドドロップに際し
て、売価表示設定手段１３は、選んだ文字列の前後を「"」で挟んだものを、記入する。
ただし、改行マークがドラッグアンドドロップされた場合には「<br>」を記入する。
【００４０】
　このように、本実施形態のサーバ装置およびプログラムによれば、商品価格の表示方式
をユーザ自身が容易に変更可能であるショッピングサイトを実現することができる。つま
り、商品の特性や税区分に応じて、税込表示ないし税抜表示のうち、効果的と思われる方
を、ユーザ自身で選択して、主に表示させる売価とすることができる。ここで、売価エリ
ア１２２には、税込表示および税抜表示の一方のみを表示させてもよいし、また、両方を
表示させてもよい。両方を表示させる場合には、税込表示および税抜表示の両方を同列に
表示させてもよいし、あるいは、本実施形態のように、税込表示および税抜表示のうち従
として表示させる方を括弧書きにして主に表示させる方の後に位置させるなど、表示のさ
せ方に差をもたせてもよい。
【００４１】
　さらに、本実施形態によれば、価格表示に、文字列を併記することができる。つまり、
ＡＳＰサービスによるショッピングサイトであっても、「特売」や「おすすめ」、「期間
限定」などを、臨機応変に表示させることができる。
【００４２】
　なお、実施形態では、税マスタ２１、商品マスタ２２、テンプレート３１、およびテン
プレート管理テーブル３２を、サーバ装置１が備える第一記憶部２０および第二記憶部３
０に記憶させているが、実施にあたっては、これらをサーバ装置１外に設けた記憶部に記
憶させてもよい。
【００４３】
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　さらに、実施形態では、税マスタ２１と商品マスタ２２とを同じ第一記憶部２０に記憶
させ、テンプレート３１とテンプレート管理テーブル３２とを同じ第二記憶部３０に記憶
させているが、実施にあたっては、税マスタ２１と商品マスタ２２とが異なる記憶部に記
憶されていてもよく、同様に、テンプレート３１とテンプレート管理テーブル３２とが異
なる記憶部に記憶されていてもよい。また、逆に、税マスタ２１、商品マスタ２２、テン
プレート３１、およびテンプレート管理テーブル３２のすべてが同じ記憶部に記憶されて
いてもよい。
【００４４】
　また、実施形態では、テンプレート３１は、１つの税番号に対して複数設定可能とした
が、実施にあたっては、１つの税番号に対して１つのみ設定可能としてもよい。この場合
には、税番号がテンプレート番号の役割を果たせるため、商品マスタ２２においてテンプ
レート番号が不要となり、かつ、テンプレート管理テーブル３２が不要となる。さらに、
実施にあたっては、複数のテンプレートを持つことをせずに、全商品の価格の表示方式と
して同じ設定を用いるようにし、当該１つの表示方式の設定を、売価表示設定手段１３が
受け付けるようにしてもよい。この場合には、商品マスタ２２の税番号にかかわらず、同
じ表示方式となる。
【００４５】
　また、実施形態では、テンプレートの新規登録を、テンプレート番号指定欄１１２の選
択肢から「新規」が選択されて、標準の内容の売価エリア１２２が編集されて、保存ボタ
ン１２３が押下された場合としているが、これに限らない。実施にあたっては、例えば、
テンプレート番号指定欄１１２の選択肢から特定のテンプレート番号が指定された場合に
、本実施形態では単一の保存ボタン１２３を新規登録ボタンと上書き保存ボタンとの二つ
にして、新規登録ボタンを押下することによって、指定のテンプレート番号が付けられた
テンプレート３１に対して行われた編集内容を、新たなテンプレート３１として別のテン
プレート番号を付けて保存するようにしてもよい。
【００４６】
　さらに、実施形態では、売価エリア１２２の編集のやり方の一例として、ドラッグアン
ドドロップによる編集を紹介したが、実施にあたっては、ボタン１３１，１３２の押下に
より売価エリア１２２のカーソル位置に所定の文字列が追記されるのであってもよいし、
他のやり方でもよい。
【００４７】
　そして、実施形態では、売価算出手段１４は、商品紹介画面の表示に際して売価を算出
したが、実施にあたっては、商品紹介画面の表示に先立って予め売価を算出しておき、所
定の記憶部に記憶させておいてもよい。売価を記憶させておく先として、例えば、第一記
憶部２０の商品マスタ２２に売価カラムを設けてもよい。
【００４８】
　本実施形態のサーバ装置は、ＣＰＵなどの制御装置と、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）
やＲＡＭなどの記憶装置と、ＨＤＤ、ＣＤドライブ装置などの外部記憶装置と、ディスプ
レイ装置などの表示装置と、キーボードやマウスなどの入力装置を備えており、通常のコ
ンピュータを利用したハードウェア構成となっている。
【００４９】
　本実施形態のサーバ装置で実行されるプログラムは、インストール可能な形式または実
行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－Ｒ、Ｄ
ＶＤ（Digital　Versatile　Disk）等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録さ
れて提供される。
【００５０】
　また、本実施形態のサーバ装置で実行されるプログラムを、インターネット等のネット
ワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネットワーク経由でダウンロードさせるこ
とにより提供するように構成してもよい。また、本実施形態のサーバ装置で実行されるプ
ログラムをインターネット等のネットワーク経由で提供または配布するように構成しても
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【００５１】
　また、本実施形態のプログラムを、ＲＯＭ等に予め組み込んで提供するように構成して
もよい。
【００５２】
　本実施形態のサーバ装置で実行されるプログラムは、上述した各部（税情報取得手段１
１、商品情報取得手段１２、売価表示設定手段１３、売価算出手段１４）を含むモジュー
ル構成となっている。ＣＰＵ（プロセッサ）がプログラムを実行することにより、税情報
取得手段１１、商品情報取得手段１２、売価表示設定手段１３、売価算出手段１４が主記
憶装置上に生成される。
【００５３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００５４】
　１…サーバ装置、
１０…制御部、
１１…税情報取得手段、１２…商品情報取得手段、
１３…売価表示設定手段、１４…売価算出手段、
２０…第一記憶部、
２１…税マスタ、２２…商品マスタ、
３０…第二記憶部、
３１…テンプレート、３２…テンプレート管理テーブル、
１００…設定画面、
１１０…番号指定部、
１１１…税番号指定欄、１１２…テンプレート番号指定欄、
１２０…テンプレート表示部、
１２１…商品画像エリア、１２２…売価エリア、１２３…保存ボタン、
１３０…素材表示部、
１３１…方式選択ボタン、１３２…文字列選択ボタン。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５５】
【特許文献１】特開２０１２－１１３６５４号公報
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